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出産後6か月間の母親の身体活動量の変化

一初産婦と経産婦の比較一

南部　真紀1），西谷　理沙2）

國分真佐代3），飯田美代子4）

〔論文要旨〕

　本研究は，出産後6か月間の母親の身体活動量を縦断的に追跡し，今後の育児支援の根拠を得ること

を目的とした。対象は無職の初産婦9名と経産婦10名であった。出産後6か月間，ライフコーダを使用

して身体活動量の測定を行った。その結果，初産婦と経産婦の歩数と運動量は，出産後2か月目におい

て両面に有意な差を認めた。また，活動レベルでは，初産婦は運動強度0，経産婦はゆっくり歩行が多

く，特に出産後2か月目には有意な差を認めた。この結果から経産婦の身体活動量は初産婦に比較して，

出産後早期から急増することが示唆された。このことは育児支援のあり方を検討するうえで考慮すべき

であろう。
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1．はじめに

　出産後の母親の育児負担については，疲労や

育児ストレス等の主観的な研究が多数あり，’乳

幼児を育児中の母親が心身共に疲労し育児困難

感を訴えていることが報告されている1）2）。育

児に対する母親の負担感には，心身を休めるこ

とができない，自分のための時間がない，家事

や仕事が思うようにできない等の側面も報告さ

れている3）。生活時間調査においては，全国の

家庭婦人や有職女性の行為時間から育児時問や

休養時間の報告がある4）。筆者らは，母親の育

児負担を身体活動量測定により客観的かつ定量

的に推測することに着目した。身体活動量の研

究は，従来，スポーツ科学の分野で実験：室にお

ける高価で大型の測定装置を用いて行われてい

た5）。近年は，簡便で低価格の機器の開発によ

り日常生活の身体活動量の測定の普及がなされ

ているが，ド出産後の母親における客観的かつ定

量的な身体活動量の研究は非常に少ない。その

少ない研究の中で，出産後1年間の平均歩数は

初産婦3，774歩に対し経産婦5，388歩という報

告6）と，出産後6週間の活動時間調査では経産

婦は初産婦に比べて，家事時間は有意に多いと

いう報告がある7）。’しかし，これらの研究は対

象数が少ないことからエビデンスとしての一般

化にはやや難があり，さらなる研究の蓄積が求

められている。出産後の母親はマタニティブ

ルーズや産後うつ病も出現しやすくs・／危機的な

状況にあるといえる8＞9）。t’、
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　そこで本研究は，初産婦と経産婦の身体活動

量を出産後1か月から6か月まで毎月縦断的に

測定し，今後の育児支援策を検討するための一

助とすることを期待して行った。　．　’

皿．研究方法

1．対　象

　平成13年2月から平成17年4月までに東海地

方の総合病院で経膣分娩し，出産後は母子共に

正常経過の初産婦9名，1回経産婦10名を対象

とした。対象の選定基準は核家族で専業主婦の

20～35歳の日本人女性であり，経産婦の第1子

は未就園児とした。

　倫理的配慮については，研究者が出産後2～

3日目の母親を病院に訪問し，口頭と文書で研

究協力は自由であること，プライバシーを保護

すること，結果を公表する際には匿名性を確保

すること，研究の途中でも中止可能であること

を説明してから協力の同意を得た。

2，調査方法

　対象の背景に関する調査項目は年齢，分娩週

数児の性別と出生時体重，経産婦の第1子の

年齢，夫の職業，居住面積，自家用車の有無，

出産後1か月間の手伝い人の有無である。身体

活動量の測定項目は24時間の歩数・運動量・総

消費量と活動レベル時間である。調査方法は出

産後6か月まで毎月1回，研究者が電話で予約

した日時に家庭訪問し，スズケン社製生活習慣

記録機ライフコーダ10＞に年齢・体重・身長・日

時をセットして対象に渡し，入浴時以外は継続

して4日間の装着を説明した。測定終了後は研

究者が再度家庭訪問をしてライフコーダを回収

した。

3．測定用具と測定項目

1）測定用具：ライフコーダ

　ライフコーダは，歩数計と同様の構造で腰に

装着し，日常の身体活動を42日間連続して記録

できる。ライフコーダでは，1日の歩数・運動

量・総消費量と，2丸ごとの身体活動レベルを

記憶し，測定したデータはパソコンに送信，解

析ができる。ライフコーダと先行研究との相関

は良く，その有効性が証明されている11）。

小児保健研究

2）測定項目：身体活動量（歩数，運動量，総消費量，

　活動レベル時間）

　歩数と運動量は調査日2日目と3日目0時～

』24時の表示された数値を用いた。総消費量は同

時に表示されるが，体格を反映することから，

まとめの段階で除外した。また，活動レベル時

間は，調査日2日目と3日目0時～24時の表示

された時間を活動レベルの低い順から運動強度

0（睡眠・臥床），微小運動（坐位・室内での

小さな動き），ゆっくり歩行（買い物・散歩），

速歩，ジョギングに5分類し，時間を平均した。

4．分析方法

　分析は，統計パッケージSPSS　11．5J　for　Win－

dowsを用いて記述統計を行い，各期における

平均値の比較には，Mann－WhitneyのU検定

を用いた。

皿．結 果

1．対象の背景

　対象の背景を表1に示した。対象の平均年齢

は，日本人女性の平均分娩年齢を示し，出生児

の平均体重も標準内であった。夫の大多数は勤

労者であり，地方都市在住であることから居住

面積は比較的広く，対象の大多数が自分用の車

を保有していた。出産後1か月頃までは全対象

が夫や実母・義母の家事育児援助を受けたが，

その後は核家族のため夫の援助が主であった。

2．初産婦と経産婦の歩数の比較

　各回における歩数の平均を表2に示した。初

産婦と経産婦の歩数は出産後1か月目を最少と

表1　対象の背景

対象の平均年齢　（初産婦9名）

　　　　　　　（経産婦10名）

経産婦の第1子平均年齢

平均分娩週数

出生児：性別

　　　出生時平均体重
夫の職業

平均居住面積

自家用車の有無

出産後1か月間の手伝いの有無

27．5±1．8歳

30．3±3．1歳

2．5±0．7歳

妊娠38週4日

男児11名女児8名
3，102±319g

勤労者　17名

自営業　2名

76±16m2

1台　3名
2台　16名

全員　あり
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表2　初産婦と経産婦の歩数の比較 単位　歩／日

　出産後1か月

l±SD　有意差

　出産後2が月

l±SD　有意差

　出産後3か．月

l±SD　有意差

　出産後4か月

l±SD　有意差

　出産後5か月

l±SD　有意差

　出産後6か月

l±SD　有意差

出産後1～6か月

l±SD　有意差

初産婦

o産婦

3，634±1，933　　　　　　n，S4，733±L799

3，777±1，548、。

U，283±2，292

4，430±1，839　　　　　　n．S6，107±1，100 5，224±1，934　　　　　　n．S6，752士2，491 4，698±2，313　　　　　　n．S6，401±11770 4，579±1，135　　　　　　n．S6．636±2，707

4β40±1．814桝
U，114±2．091

事＊ 吹モO．01　＊噛宰く0．001

して月数の増加に伴って増加し，出産後4か月

目をピークにして漸減傾向を示した。しかし，

経産婦の歩数は，出産後2か月目において出産

後1か月より1，550歩／日（以下，歩）増加し，

初産婦の歩数の変化とは異なる傾向を示した。

初産婦の歩数は最小3，634歩，最大5，224歩で6

か月間の平均は4，340歩であった。’経産婦の歩

数は最小4，733歩，最大6，752歩で6か月間の平

均は6，114歩であった。各期における両群の平

均歩数を比較すると，出産後2か月目において

は初産婦3，777歩に対し経産婦6，283歩であり有

意な差を認めた（p＜0．01）。また，6か月間

の両群の平均歩数を比較すると，初産婦4，340

歩に対し経産婦6，114歩であり有意な差を認め

た（p＜0．001）。

3，初産婦と経産婦の運動量の比較

　面出における運動量の平均を表3に示した。

初産婦の運動量は，・月数の増加に伴って微増

したが100kcal／日（以下，　kcal）を超えたの

は，出産後4か月目だけであった。経産婦の

運動量は，月数の増加に伴って増加し，出産

後2か月目から100kcalを超えた。初産婦の

運動量は最小77kcal，最大111kcalで6か月間

の平均は91kcalであった。経産婦の運動量は

最小95kca1，最大150kcalで6か月間の平均は

134kcalであった。上期における両群の平均を

比較すると，出産後2か月目においては，初産

婦81kca1に対し経産婦136kcalであり有意な差

を認めた（p．＜0．01）。．また，6か月間の両群

の平均運動量を比較すると，初産婦91kca1に

対し経産婦134kcalであり有意な差を認めた（p

＜0．001）。運動量は歩数に比例したパタ・一L一ンを

示した。

4．初産婦と経産婦の活動レベル時間の比較

八逆における活動レベル時間を強度の弱い順

に運動強度0，微小運動，ゆっくり歩行，速歩，

ジョギングと5分類し表4に示した。活動レベ

ル時間の合計時間は1，440分（24時間）である。

表3　初産婦と経産婦の運動量の比較 単位　　kca1／日

　出産後1か月

l±SD　有意差

　出産後2か月

l±SD　有意差

　出産後3か月

l±SD　有意差

　出産後4か月

l土SD　有意差

　串産後5か月

l±SD　有意差

　出産後6か月

l±SD　有意差

出産後1～6か月

l±SD　有意差

初産婦

o産婦

77士47　　　　　n．S95±45． 81±33　　　　　　孝＊

P36±8Q

95±51　　　　　n．S132±33 111±48　　　　　n，S150±87 92±52　　　　　n．S143±68 90±45　　　　　n．S149±90

91±45　　　　　＊＊＊

P34±；69

＊＊ 吹qO．Ol　＊＊＊〈O．oo1

表4　初産婦と経産婦の活動レベル時間の比較 単位　分／日，計1，440分

出産後1か月

l士SD　有意差

出産後2か月

l±SD有意差

出産後3か月

l±SD　有意差

出産後4か月

l±SD　有意差

・出産後5か月

l±SD　有意差

出産後6か月

l土SD　有意差

出産後1～6か月

l±SD　有意差 ％

運動強度

@0
初産婦

o産婦

586±87　　　　　且．S532±105

636±102　料

S68±80

652±121　．

T26士93

572±80　　　　　n．S496±94 595土98　　　　　n．s508±134
556±go　　　　　n．S475±83

600±98　。榊

T00±98

41．7

R4．7

微小運動
初産婦

o産婦

581±61　　　　　n．S548±93 504±100　　　　　n，S544±97 508±7q　　　　　n．S501±71 533±65　　　　　n，S506±87 536±66　　　　　n．S488±132 579±94　　　　　n，S555±：62

540±81・

@　　　　n．ST24±92

37．5

R6．4

ゆっ・くり

@歩行

初産婦

o産婦

257±86’346±8gn・s 281±60　辮1401±49 259±67　　　　　寧＊＊

R88士65

316±65　。。

S08±55

292±70　．．

S14±78

285±58　　＊串

R84±65

282±68　桝
R90±69

19．6

Q7．1

速　歩
初産婦

o産婦

12±　8　　　　　n．S13±10 15±10　　　　　n，S25士15 17±11　　　　　n．S22±　9 16±8　　　　　n，S25±18 14±12　　　　　n．S24±13 1与士8　　　　　n㍉S21±11

15±9　　　　　零＊

Q2土13

1
1
．
5

ジョギング
初産婦

o産婦

3±　5　　　　n，S1±　1 3±　3　　　　n．S2±　1 4±　4　　　　n．S3±　5 3±5　　　　n．S5±7 2±　2　　　　n．S6±　7 4±4　　　　n．S5±4 3±4　　　　n．S4±4

0．2

O．3

＊p〈O，05　＊＊p〈O．Ol　＊＊＊p〈O．oo1
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1）　運動強度O

　下期における運動強度0は，初産婦において

は，出産後3か月目までは増加したが，出産後

4か月目から減少した。経産婦においては，月

数の増加に伴って減少した。初産婦の運動強度

0は最小556分，最大652分で，6か月間の平均

は600分であった。経産婦の運動強度0は最小

468分，最大532分で，6iか月間の平均は500分

であった。従って，運動強度0は，初産婦は出

産後3か月までは時間が長いが，経産婦は出産

後1か月を最長として月数の増加に伴って減少

した。各期における両群の平均運動強度0を

比較すると，初産婦が経産婦より出産後2か

月目168分，出産後3か月目126分多く，有意

な差を認めた（p＜0．01，p＜0．05）。また，

6か月間め両三の平均運動強度0は初産婦600

分，経産婦500分であり有意な差を認めた（p
〈O．　OOI）　，

2）微小運動

　各期における微小運動は，両州においては出

産後2か月目から減少したが，初産婦は出産後

4か月目に，経産婦は出産後6か月目に再び増

加に転じた。初産婦の微小運動は最小504分，

最大581分で6か月間の平均は540分であった。

経産婦の微小運動は最小488分，最大555分で6

か月間の平均は524分であった。各期および6

か月間における両群の平均微小運動には有意な

差は認めなかった。

3）　ゆっくり歩行

　各州におけるゆっくり歩行は，初産婦におい

ては出産後3か月目から，経産婦においては出

産後2か月目から増加傾向にあった。初産婦の

ゆっくり歩行は最小257分，最大316分で6か月

間の平均は282分であった。経産婦のゆっくり

歩行は最小346分，最大414分で，6か月間の平

均は390分であった。各期における両群の平均

ゆっくり歩行を比較すると，初産婦が経産婦よ

り出産後1か月目89分，出産後2か月目120分，

出産後3か月目129分，出産後4か月目92分，

出産後5か月目122分，出産後6か月目99分少

なく，有意な差を認めた（p＜0．001，p＜0．01）。

また，6か月間の両型の平均ゆっくり歩行は，

初産婦282分に対し，経産婦390分であり有意な

差を認めた（p＜0．001）。

小児保健研究

4）速歩とジョギング

　各期における速歩とジョギングは1，440分の

中で占める割合は初産婦1．2％，経産婦1．8％と

わずかな時間であった。各期における平均を比

較すると有意な差は認めなかった。しかし，6

か月間の両群の平均速歩においては，初産婦15

分に対し，経産婦22分であり有意な差を認めた

（p　〈O．Ol）o

】V．考　　　察

1．初産婦と経産婦の身体活動量の比較

　わが国には里帰り出産や床上げという風習が

あり，出産後1か月間ほどは家族の援助を受け

ることが多い。本研究の全対象者が退院後は家

族の援助を受けながら，身体活動量を最小限に

していたと考えられる。しかし，経産婦は生ま

れたばかりの乳児と上の子の世話があり，身体

活動量は当然，多いことが予想される。調査結

果からも，経産婦は初産婦に比較して出産後1

か月目から歩数や運動量は多いことが明らかで

あった。特に，経産婦は出産後2か月目の歩数

とエネルギー消費を示す運動量は初産婦より有

意に多かった。歩数においては，国民健康・栄

養調査による20代女性の全国平均6，948歩12）や

事務系の勤労未婚女性7，299歩13）よりは少ない

が，基本的な主婦の歩数4，500歩14｝や女子短大

生5．587歩15）よりは多かった。従って，経産婦

は出産後2か月目から平均的な20代日本女性の

身体活動量に近いことが推測される。エネル

ギー消費を示す運動量は初産婦・経産婦とも目

標値よりは低いが，経産婦は出産後2か月目の

運動量においては初産婦より有意に多かった。

活動レベル時間をみると，活動強度0の時間は，

各期において経産婦は初産婦より少ないうえ

に，出産後1か月目を最長にして急減した。一

方，歩数と運動量を反映するゆっくり歩行にお

いては経産婦は初産婦より出産後2か月目から

出産後6か月目まで有意に多かった。このこと

から，経産婦は出産後2か月目から初産婦より

身体活動量が急増しかつ強度が強く，従って，

育児時間の増加と休養時間が少ないことが示唆

された。
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2．出産後の育児援助の必要性

　近年，わが国においては有職の母親より無職

の母親の方に育児負担感が強くなっている16）。

2003年前次世代育成支i援対策推i進法が制定さ

れ，少子化対策プラスワンの提言では，従来，

働いている女性の子育て対策から，専業主婦家

庭にも子育て支援を本格的に拡充するように転

換した17）。しかし，在宅育児に対して十分な施

策が実行されていないのが現状である。北欧で

は無職の母親に在宅育児手当が支給されている

国がある18）。本研究では初産婦・経産婦とも出

産後1か月ごろまでは家族の家事育児援助が得

られたが，出産後1か月を過ぎると核家族のた

め母親は自宅に戻り，出産前とほぼ同様の生活

に戻ることが示唆された。特に，経産婦は出産

後2か月目から初産婦に比較して身体活動量は

有意に増加し，歩数においては20代女性の全国

平均と同程度であることが示唆された。また，

女性の生活満足度は，第2子出産者は低下する

と報告されている19）。乳児の睡眠覚醒サイクル

は多相性であるが，生後4か月前後に夜間に睡

眠が集中するようになる20）。従って，出産後3

か月ごろまでは，母親は夜間の乳児の世話で睡

眠が中断され熟睡感がなく睡眠の質が低下する

ために疲労感が強い時期といわれている21？。本

結果から，経産婦は出産後2～3か月の睡眠不

足による疲労感の強い時期に身体活動量の増加

があることが示唆された。出産後早期の育児支

援では，初産婦は育児に不慣れによる精神的支

援の必要性がいわれているが，経産婦は身体活

動量の増加による物理的な支援：が期待される。

3、本研究の限界と今後の課題

　出産後の母親の定量的な家事育児負担に関す

る研究は皆無に近く，本研究は出産後の母親の

身体活動から家事育児量を推測する根拠として

意義があるといえる。しかし，縦断的な研究方

法には対象数が制限される。また，本対象者は

地方都市在住であることから，日常的な交通手

段は自家用車であった。今後は縦断的研究と横

断的研究の併用で対象数を増やし，公共交通機

関の利用が多い大都市圏の母親有職の母親

また家族構成等の視点からの検討が必要であ

る。
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（Summary）

’・　This　study・　aims　at　estimating　infantcare　activities

of　mothers　in　the　six－month　postpartum　with　focus

on　their　physical　activities．　lt　will　enable　to　help　us

establish　an　infantcare　support　system．　Nineteen

housewife　mothers，　including　two　groups，　i．e．，

nine　primiparae　and　ten　multiparae，　participated

as　subjects．．　The　data　on　the　physical　activities　has

been　collected　using　the　Lifecorder　in　the　six　month

postpartum．　The　data　shows’@that　there　is　a　sig－

nificant　difference　betWeen　the’　two　groups　in　walk

steps　and　physical　exercises　at　the　second　month

after　delivery．　ln　the　activity　level　the　energy　ex－

penditure　of　the　primiparae　is　zero－level，　whereas

slow　walks　are　many　for　the　multiparae．　ln　particu－

1ar，　there　is　a　significant　difference　in　the　activity

level　between　the　two　groups　in　the　two　month

postpartum．　ln　conclusion，　physical　activities　of　the

multiparae　rapidly　increase　in　the　early　postpartum

when　compared　with　the　primiparae．　lt　must　be

considered　when　organizing　a　useful　infantcare　sup－

port　system．

（Key　words）

physical　activities，　mother，　postpartum，

after　delivery，　infantcare
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